












【別紙２】 

 

２０２１年度 設備投資計画の詳細 

 

新・中期事業戦略の初年度となる２０２１年度は、コロナ禍で先行きが見通せない状況下にありますが、安全安

定輸送の基盤となる工事を中心に、約４３５億円の設備投資を行います。主な投資内容は以下の通りです 
 

 

 主な取り組み 

１． 安全・安心・環境の更なる追求 

（１）新型車両の導入 

      （２）自然災害対策 

      （３）異常時対応力の強化 

２．ユニバーサルなサービスの進化 

            （１）ホームと車両床面の段差・隙間縮小の推進 

      （２）目黒線車内液晶モニタ新設工事 

            （３）目黒線８両編成化に伴うホームドア延伸工事 

  ３．都市交通における快適性の向上と課題の解決 

      （１）目黒線８両編成化による輸送力増強、東急新横浜線開業に向けた各種工事 

      （２）奥沢駅連絡デッキ及び待避線整備 

      （３）有料着席サービスの拡充 

  ４．人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム 

      （１）池上線長原駅リニューアル工事 

      （２）東横線都立大学駅外壁補強工事及びホーム屋根延伸工事 
 

 

【「１．安全・安心・環境の更なる追求」に関する主な設備投資】 

今年度は、主に安全・安心・環境に寄与する新型車両の導入、豪雨や地震などの各種自然災害対策、列車

運行管理システムの高度化による運行安全性の向上に関する設備投資を行い、「安全・安心」や「環境性能」を

向上させていきます。 

 

（１）新型車両の導入 

田園都市線に従来よりも定員が増えた新型車両「２０２０系」を順次導入していますが、引き続き２０２１年度も９

編成を導入して旧型車両（８５００系）との置き換えを進めます。 

２０２０系は、快適性の面では「ナノイー（※）」方式の空気清浄機を設置し、清潔な空気を車内にお届けするほ

か、座席はハイバック仕様を採用して座り心地を改善しています。また、フリースペースを全車両に設置し、車い

すやベビーカーをご利用のお客さまにも快適にご利用いただけます。 

環境面では、次世代半導体素子を用いた制御装置によるモーターの高効率化や、車内照明・ヘッドライト・尾

灯のＬＥＤ化により使用電力を低減し（旧型車両８５００系と比較して約５０％減）、ＣＯ２排出の削減などの面で低

炭素・循環型社会の実現に貢献します。 

安全面では、機器状態を常に監視できる大容量の情報管理装置と車両・地上間の通信が可能な装置を導入

しており、走行中の車両の機器状態を地上側で把握することが可能です。例えば、運行中の設備不具合などをリ

アルタイムで把握できるため、異常時の早期復旧に繋げることが可能です。また機器の状態データを蓄積し、活

用することで機器故障の予兆を捉えて故障の未然防止に繋げるシステム（CBM）の検討を進めています。 
  ※ナノイーはパナソニック株式会社の商標です。 

 

    
       ▲２０２０系 

 



（２）自然災害対策 

近年増大する自然災害のリスクに対応するため、各種対策を進め、「安全・安心」をさらに向上していきます。 

 

〇法面補強による土砂災害対策 

大雨時に土砂が線路内に流入しないように、線路脇の斜面をコンクリートなどで補強する対策を行っていま

す。今年度は大井町線の上野毛～二子玉川間、池上線の石川台～洗足池間で行う予定です。 

 

〇地下区間の浸水対策 

       大雨時に屋外に設置している換気口から地下施設への浸水を防ぐために、換気口をかさ上げする対策を

進めています。今年度は田園都市線の三軒茶屋～桜新町間で行う予定です。 

 

〇耐震補強工事 

       昨年度に引き続き、国土交通省の通達に基づく耐震補強の優先度が高い柱の耐震補強について速やか

に実施し、今年度中に完了予定です。また２０１８年度の耐震省令において追加された、ロッキング橋脚を

有する橋りょうについても、耐震補強工事を実施します。その他、さらなる減災対策として災害時の復旧性

を向上させる補強工事も進めます。 

 

 

      

         

                                              

 

 

        

                                               

 

                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）異常時対応力の強化 

機器故障等の事故の未然防止のための保全工事を徹底するとともに、異常発生時には速やかに運転再開で

きるよう司令所機能の強化などに取り組みます。 

 

〇設備維持更新工事の着実な実施 

老朽化した土木、電気設備の健全性を保つための維持更新工事を着実に進めます。(１)に記載の車両更新

の他、東横線の信号装置や、奥沢変電所の更新、二子橋梁の補強などを進めるほか、トンネルや橋梁等の

土木構造物の長寿命化工事も進捗致します。 

 

〇列車運行管理システムの更新 

信号機、分岐器、駅の運行情報表示などを一括で制御できる列車運行管理システムを更新します。機器の

多重化を行いシステムの信頼性の向上をはかるとともに、機能向上によりダイヤ乱れの発生抑制および早

期収束など列車の遅延回復能力が向上する他、ダイヤ乱れの際にお客さまへより多くの情報提供が可能に

なり、鉄道運行の安全性、安定性が一層向上します。 

 

 

 

 

 ▲土砂災害対策  ▲地下区間の浸水対策 

 ▲耐震補強工事  ▲ロッキング橋脚を有する橋りょう 



〇折り返し運転施設の増設工事 

輸送障害発生時の支障区間を最小限にするために、田園都市線の用賀～二子玉川間に折り返し運転施設

の増設工事を行っており、今年度中に運用を開始します。 

 

〇CBM（Condition Based Maintenance）の導入に向けたトライアルの実施 

機器の状態データを基に検査や更新の周期を設定し、効率性と安全性の向上が期待されるCBMシステム

の導入に向けた検証を進めていきます。一部施設の状態データを集約し、データの分析結果から、故障リス

クの判定や更新必要性を判断する仕組みの導入を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「②ユニバーサルなサービスの進化」に関する主な設備投資】 

今年度は、ホームと車両床面の段差・隙間の縮小を中心に設備投資を行います。また、デジタル技術を活用

したより便利な情報提供や子育て世代や高齢者に配慮した乗車券などのソフト施策についても検討を進めて

います。 

 

（１）ホームと車両床面の段差・隙間縮小の推進 

本年度はオリンピック・パラリンピック競技大会の会場最寄り駅を中心として、ホームと車両床面の段差・隙間縮

小に関する取り組みを進めています。詳細な工事内容やお客さまへのご案内については、改めてお知らせします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）目黒線車内液晶モニタ新設工事 

    目黒線車内の案内表示器をＬＥＤ表示器から液晶モニタに変更します。運行状況や４か国語対応等、 

必要な情報を文字やイラスト等の視覚情報により、よりわかりやすくお客さまに提供できるようになります。 

この整備により、当社所属の目黒線すべての車両に液晶モニタが設置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲列車運行管理システム  ▲折り返し運転施設（用賀～二子玉川間） 

 ▲ホームページでのご案内イメージ 

 ▲車内液晶モニタ 



（３）目黒線８両編成化に伴うホームドア延伸工事 

２０２２年度上期から、当社が保有する目黒線の車両を６両編成から８両編成に順次変更し、輸送力を増強しま

す。現在、８両編成化に伴い追加される２両分のホームドアの整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「③都市交通における快適性の向上と課題の解決」に関する主な設備投資】 

今年度は目黒線８両編成化を中心に快適な車内空間につながる設備投資を行います。また、リアルタイム

混雑情報などの拡充や有料着席サービス拡大、アフターコロナの新しい生活様式にあった駅機能の拡充につ

いても検討を加速化していきます。 

 

（１）目黒線８両編成化による輸送力増強、東急新横浜線開業に向けた各種工事 

８両編成化により、輸送力を増強し、目黒線の車内の快適性を向上させます。現在、その準備を進めて

います。また、２０２２年度下期の開業に向けて東急新横浜線（日吉～新横浜間）の工事を進めており、整備
主体である鉄道・運輸機構、相直先である相模鉄道とも連携して開業準備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）奥沢駅連絡デッキ及び待避線整備 

      奥沢駅に南北をつなぐ連絡デッキを整備します。街の回遊性向上に寄与するなど、安全性利便性を向上しま

す。２０２１年度末供用開始予定です。また目黒線速達性向上のため上り線を改修し新たに待避線を整備しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）有料着席サービスの拡充 

大井町線で運行している有料着席サービス「Qシート」につきまして、実績などをふまえて、他路線への展開な

ど、サービス拡充の検討を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲目黒線３０２０系 

 ▲ホームドア２両分追加イメージ 

※新横浜および新綱島の駅名は、整備主体の独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備

支援機構と営業主体の当社および相模鉄道株式会社が都市鉄道等利便増進法に

基づき神奈川県および横浜市に協議を行い、同意を得たうえで国の認定を受けて正

式に決定します。 

 ▲工事中の奥沢駅  ▲連絡デッキ完成イメージ 

 ▲東急新横浜線 



 

【「④人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム」に関する主な設備投資】 

今年度は、駅リニューアルを進めるほか、田園都市線地下区間のリニューアルに向けた設計検討やサブス

クリプション型のサービス「ＴｕｙＴｕｙ」の実証実験など来年度以降の投資に向けた検討も進めています。 

 

（１）池上線長原駅リニューアル工事 

池上線長原駅において、沿線の温かい雰囲気をコンセプトとした「木になるリニューアル」を進めており、２０

２１年秋に竣工する予定です。地上階の駅舎や店舗の一部は、東京都多摩地区で生産された多摩産材を活

用し、木のぬくもりが感じられる軒下空間を演出することで、駅とまちが柔らかくつながる心地よい空間を目指

します。 

 

（２）東横線都立大学駅外壁補強工事及びホーム屋根延伸工事 

東横線都立大学駅において外壁の補強工事と併せ、屋根延伸の工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

以 上 

 ▲長原駅ホームリニューアル後イメージ 
 ▲都立大学駅 工事の状況 










